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* 本報告書は、国政審議の参考に供するために取りまとめたものです。
*  本報告書の記事は、調査及び立法考査局内において、国政審議に係る有用性、記述の中
立性、客観性及び正確性、論旨の明

めい

晰
せき

性等の観点からの審査を経たものです。
* 本報告書の記事のうち、意見にわたる部分は筆者の個人的見解です。
*  本報告書の記事を全文又は長文にわたり抜粋して転載する場合には、事前に当局調査企
画課（bureau@ndl.go.jp）に御連絡ください。



はしがき
　

　国立国会図書館調査及び立法考査局は、重要な国政課題について、プロジェクトチームを編
成し、分野横断的に調査・分析を行う「総合調査」を毎年実施しております。令和 5年度は、
「ロシアによるウクライナ侵略をめぐる諸問題」を調査テーマとして取り上げました。

　令和 4（2022） 年 2 月 24日、ロシアはウクライナに対して全面的な武力攻撃を開始しました。
国際連合においては、平和のための結集決議に基づく総会の緊急特別会期が開催され、総会は
3月 2日に「ウクライナに対する侵略」を採択して「国連憲章第 2条第 4項に違反した、ロシ
アによるウクライナ侵略を最も強い言葉で遺憾とする」として非難しました。
　我が国の国会においても、衆議院は、3月 1日に「ロシアによるウクライナ侵略を非難する
決議」を賛成多数で可決し「ロシアの行動は、明らかにウクライナの主権及び領土の一体性を
侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、国連憲章の重大な違反である」とし
ました。また参議院は、3月 2日に「ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議」を賛成多
数で可決し、「ロシアの行動は、明らかにウクライナの主権及び領土の一体性を侵害し、ウク
ライナ国民が有する戦争による恐怖と欠乏から免れ、平和のうちに生存する権利を侵害するも
のであり、武力の行使を禁ずる国際法の明確な違反であり、武力による威嚇及び武力の行使を
禁ずる国連憲章の重大な違反である」としました。
　
　ロシアによるウクライナ侵略は、戦争ひいては武力の行使を禁止してきた国際的な法の支配
を動揺させるだけでなく、世界全体の政治・経済・社会の多方面にわたって影響を与え、その
長期化と深刻化が懸念されているところです。こうした問題意識の下で、この総合調査では、
ロシアの武力攻撃が全面化するよりも前から生じていた諸問題、サイバー空間に拡大した新た
な戦い方といった、武力攻撃を契機として改めて注目されるに至った課題について取り上げる
とともに、金融制裁、エネルギー問題、食料安全保障及びロシア進出企業等の動向に焦点を当
てています。

　また、今回の総合調査の一環として、英国の学識経験者の参加を得て、日本の専門家の出席
の下に、「ロシアによるウクライナ侵略をめぐる諸問題」と題する「国際政策セミナー」を開
催し、その報告書も後日刊行する予定です。この報告書と併せ、御活用いただければ幸いです。

　調査に当たっては、この分野に造詣の深い多くの研究者の方々に御協力いただきました。深
く感謝申し上げます。

　この報告書が、国会議員の皆様の調査研究に資することはもとより、このテーマに関心をお
持ちの皆様のお役に立つことを、心から願っております。

　令和 6年 3月
　
 　調査及び立法考査局長　　松浦　茂
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おわりに
　

　本報告書は、国立国会図書館調査及び立法考査局の令和 5年度総合調査プロジェクト「ロシ
アによるウクライナ侵略をめぐる諸問題」の調査成果をとりまとめたものである。
　執筆に際しては各分野を担当する調査員が、それぞれ鍵となるテーマを選定し、外部専門家
の御助言や御教示も得て調査を深め、その成果を体系的に構成するよう努めた。ただし、論文
の記載内容の責任は、もちろん各執筆者にある。本報告書が、ロシアによる侵略が止み、ウク
ライナへの支援を促すための議論に資することができれば幸いである。
　
　本総合調査の参加メンバーは、次のとおりである（所属・肩書は当時）。
　

座長 秋山　　勉 （専門調査員・総合調査室）

副座長 松本　　保 （主任調査員・総合調査室）

顧問 鈴木　　滋 （専門調査員・外交防衛調査室・令和 5年 3月まで）

同 松山　健二 （専門調査員・外交防衛調査室・令和 5年 4月から）

同 小澤　　隆 （次長・令和 5年 3月まで）

同 紫藤　美子 （次長・令和 5年 4月から）

事務局長 樋山　千冬 （外交防衛課長）

調査員 上原　有紀子 （外交防衛課）

同 島村　智子 （外交防衛課）

同 青井　佳恵 （外交防衛課）

同 青木　ふみ （財政金融課）

同 三浦　夏乃 （経済産業課）

同 岡田　将太郎 （経済産業課）

同 田中　菜採兒 （農林環境課）

同 山岡　規雄 （海外立法情報課）

事務局 宮畑　建志 （調査企画課）

同 濱野　　恵 （調査企画課）

同 柳瀬　晶子 （調査企画課）

同 栗原　　稜 （調査企画課）

　当総合調査においては、多角的かつ総合的な視点から分析・調査を行うため、調査テーマに
造詣の深い次の学識経験者に、令和 5年 7月から令和 6年 3月まで客員調査員を委嘱し、総合
調査の準備から本報告書の刊行まで調査の全般にわたり、御指導を賜った。
（肩書は令和 6年 1月現在）
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　客員調査員　　　東野　篤子 氏　（筑波大学人文社会系教授）

　調査を進める過程では、次の専門家の方々にお話を伺い、的確かつ貴重な御教示を賜った。（肩
書は当時、日付はお話を伺った日）
　
令和 5年  7月  3日 渡辺　　努 氏 （東京大学大学院経済学研究科教授）

  7月 13日 中島　真志 氏 （麗澤大学経済学部教授）

7月 20日 佐々木孝博 氏 （ 元在ロシア防衛駐在官（広島大学・東海大学
客員教授））

7月 31日 作山　　巧 氏 （明治大学農学部教授）

8月 14日 原田　大輔 氏 （ エネルギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC）
調査部調査課長）

9月  4日 佐藤　史人 氏 （名古屋大学大学院法学研究科教授）

11月 17日 岩本　誠吾 氏 （京都産業大学名誉教授・法学部客員教授）

　本総合調査メンバーが行った現地調査に際して訪問した諸機関は、次のとおりである。

［スイス］ 赤十字国際委員会本部及び赤十字国際委員会図書館（ジュネーブ）
国連人権高等弁務官事務所（ジュネーブ）
ジュネーブ大学（ジュネーブ）
ジュネーブ国際開発研究大学院（ジュネーブ）
国際法律家委員会（ジュネーブ）

［フランス］ 欧州評議会（ストラスブール）
欧州人権裁判所図書館（ストラスブール）

［米国］ 連邦議会図書館（ワシントン D.C.）
タフツ大学（メドフォード）
ハーバード大学デイビス・ロシア・ユーラシア研究センター（ケンブリッジ）
イエール大学公衆衛生大学院人道研究室（ニューヘイブン）
テンプル大学ロースクール（フィラデルフィア）

　
　この報告書の作成に当たり、お世話になった専門家の方々に、改めて心から御礼申し上げる。
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